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● 点 鐘 市原ＲＣ会長 角谷修 
● ソング 君が代 奉仕の理想   四つのテスト唱和 
● お客様 東レ㈱千葉工場長 平井陽様 
      ガバナー補佐 宮野順功様 
● 会長挨拶 市原ＲＣ会長 角谷修 

      

 皆さん こんにちは！ 
10月に入ってさすがに涼しくなりました。皆さん お元
気そうで何よりです。 
 さて今月はロータリー職業奉仕月間でございます。 
職業奉仕月間にちなんで｢Ｃ・Ｓ・Ｒ（Corporate Social 
Responsibility：企業の社会的責任）｣についてクラブフ
ォーラムを開催致します。講師に東レ㈱千葉工場長 平

井 陽氏をお迎えし、企業人としての立場から｢Ｃ・Ｓ・

Ｒ｣についてお話をしていただきます。企業にとって今な

ぜ｢Ｃ・Ｓ・Ｒイノベーション｣が必要なのか？大企業の

工場トップとしての実績を積まれ今まさに｢Ｃ・Ｓ・Ｒイ

ノベーション｣を実践しています平井工場長様の講話は

必ずやクラブの皆さんの会社経営の一助になると信じて

おります。 
どうぞごゆっくりご静聴ください。 
● 幹事報告 幹事 斎藤栄志 
・理事会にて 11月プログラム承認、次週配布します。 
・大和久会員、転勤のため退会 
・新会員候補 澤井謙一様 ㈱千葉銀行 姉崎支店長 
・第 3分区 Bゴルフ大会、個人(津留会員)・団体とも優
勝しました。賞金はニコニコへ入れさせて頂きます。 

 
 

● お客様挨拶 ガバナー補佐 宮野順功様 

          
先日の第 3分区 Bゴルフ大会では優勝おめでとうござ
いました。当日は 51名が集まり、皆様には御礼申し上げ
ます。また春にも企画したいと思っています。 
● 卓話 東レ㈱ 千葉工場長 平井陽様 

     

「東レグループ CSR活動」 
～ CSR活動を理解・推進するために ～ 
 
Ⅰ．CSRとは何か？ 
CSRとは、Corporate Social Responsibilityの略 
一般的な訳は「企業の社会的責任」 
・CSRの定義 
統一的な定義は存在しませんが、企業としては単に自分

たちだけが儲かればいいのではなく、お客様・株主・従

業員・取引先などの利害関係者（＝ステークホルダー）

とともに環境、社会に対して配慮ある事業活動を行うこ

とによって企業と社会が永続的に発展することを目指す

べきであるという概念であると言うことができます。追

加するとｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの観点から会社の活動を見直すと言

うことと考えます。 
 
 



                                                    
企業活動の３つの側面 
トリプルボトムライン  

 

経済的側面 収益を上げる 
社会的側面 法令を遵守する、良き企業市民 
環境的側面 地球環境を保護し、環境負荷の軽減に努める 
・経済的側面ばかりを重視し、他の側面を軽視してはな

らない 
・社会と企業が共に永続的に発展していくため 3つの側
面のバランスをとった経営が不可欠 
 
マルチステークホルダー 
ステークホルダー…企業との利害関係者、団体など 
・消費者、取引先、従業員、投資家、 地域社会・地球

環境等も含まれる 
・全てのステークホルダーと自社の 関係を見つめ直し

バランスを取る 
持続可能な発展 
ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ (Sustainable Development) 
将来にわたっての持続性・永続性 
・「本当に自分の会社はこのままでよいのだろうか？」 
・「自分は、会社は、そして世の中はこのままで発展して

いけるのだろうか？」という問題意識 
いかにして持続可能な発展を実現させるべきか 
・企業が自社の存在意義を見つめ直すことが、CSRの本
質的な課題 
Ⅱ．東レグループの CSR 
東レグループ内の概念整理 

  
 

企業理念 わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会

に貢献します 
経営方針  
お客様のために 新しい価値と高い品質の製品とサービ

スを 
社員のために   働きがいと公正な機会を 
株主のために   誠実で信頼の答える経営を 
社会のために  社会の一員として責任を果たし相互信

頼と連携を 
企業行動指針 
安全と環境 安全・防災・環境保全を最優先課題とし社

会と社員の安全と健康を守り環境保全を積極的に推進し

ます。 
倫理と公正 高い倫理観と強い責任感を持って公正に行

動し経営の透明性を維持して社会の信頼と期待に応えま

す。 
お客様第一 お客様にあたらいい価値とソリューション

を提供しお客様と共に持続的に発展します 
革新と創造 企業活動全般にわたる継続的なイノベーシ

ョンを図り、ダイナミックな進化と発展を目指します。 
現場力強化 不断の相互研鑽と自助努力により企業活動

の基盤となる現場力を強化します。        
国際競争力 世界最高水準の品質・コスト等の競争力を

追求し世界市場での成長と拡大を目指します。 
世界的連携 グループ内の有機的な連携と、外部との戦

略的な提携によりグローバルに発展します。 
人材重視  社員に働きがいのある職場環境を提供し人

と組織に活力が溢れる風土を作ります。 
 
Ⅲ．CSR実践に向けて 
社会に貢献するという基本姿勢は東レ創業以来の目標 
社会に対する企業の責任 
経営環境の変化により、品質の高い商品とサービスの供

給に加え企業倫理、環境、地域貢献、人権擁護などが企

業に求められている。 
東レグループとしては企業理念、経営基本方針、行動指

針の実践こそが、「社会的責任を果たす」ことである。 
長期経営ビジョン・AP-Innovation TORAY 21、中期経
営課題 IT-2010 の最優先の経営課題としてもＣＳＲが取
り上げられている 
 
 

 企業理念 

行動指針 

企業倫理・法令遵守行動規範 

経営基本方針 

経済的

側面 

社会的 
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環境的 

側面 

経営理念 



                                                    
ＣＳＲ活動のまとめ 
東レグループの CSR活動 
日常の業務を CSRの観点から今一度見直し、ステークホ
ルダーに配慮して、改善し社会からより信頼される企業

になることを目指して、役職者を含む全員で取り組む 
具体的な課題・アクションプラン 
ＣＳＲ活動として ガイドラインに基づく活動を行う 
 
ＣＳＲとは具体的に何をするのか？ 
１０のガイドラインに従って具体的取り組みを決める 
１．基本姿勢並びに企業統治と経営の透明性の強化 
従業員にＣＳＲの取り組みを理解させ、活動を徹底させ

る。経理処理ルールのﾙｰﾙ、企業会計原則での会計処理の

再点検と実務遂行を行うこと  
２．企業倫理と法令遵守の推進・徹底 
自部署に関連する法令を洗い出し、内容を把握、理解す

るとともに遵守状況 の確認を行う。   
下請法、PRTR 法、電取り法等勉強会開催。反社会勢力
との関係遮断（悪徳商法への適切な取り組み）    
３．安全・防災・環境保全の重視 
ゼロ災を継続して社会と社員の安全を守る。工場安全衛

生委員会の開催、年間安全活動計画に基づく活動、赤ヘ

ルパトロール、作業標準見直しおよび実査 等が具体的

活動である。構内で協力いただける会社への指導 
ＩＳＯ14001に基づく環境マネジメントプログラムの作
成および実行、従業員の健康診断（メンタルヘルスを含

む） 
４．製品の安全性と品質の確保 
製品の安全確保を図る。新製品の製品安全審査の確実な

実行 （労安法、化審法、PL法、REACH，ＧＨＳ等の
法律の理解とその対応 
品質の確保。 ISO9001システムを運用し、内部監査を
実施することによって 品質保証が確実に実施されてい

るか評価する。   
５．リスクマネジメントの展開 
潜在するリスクを最小限に抑制するため、かつ迅速に対

応するためにリスクの重み付けを行い優先順位をつけて

リスクの回避を図る。地震防災訓練等も活動の１つ  
６．ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの対話促進 
社員、労働組合（役員懇談会、決算説明会、労使協議会） 

株主、投資家（株主総会、事業報告書）  
 

関係官公庁、地域社会（各種団体との協議会、出初め式、

地域防災訓練等への参加、環境白書の作成）との対話、

報告書の作成 
７．環境、ﾘｻｲｸﾙへの取り組み 
省エネの推進、廃棄物削減、PRTR物質排出量の削減、 
技術開発（ＰＬＡを代表とする植物を原料とするプラス

チックの開発、エアコン部品を再利用するｴｺトヨラック、

ハロゲンを使用しない難燃材料の開発） 
８．人材の確保・育成と人権推進 
事業を継続させる人材の確保、計画的な研修講習会への

参加、技術伝承、新規ＩＴツールを使用した生産技術力

向上する事により従業員の SKILLを UPする。 
人権とプライバシーを尊重するための人権推進委員会の

開催、女性活躍推進、仕事と家庭の両立を推進する施策 

９．調達・購買先の環境社会対応 
グリーン購買、調達の推進、下請法の理解（下請法の講

習会受講） 下請法内部監査の実施請負適正化の推進（派

遣法、偽装請負でないこと） 産業廃棄物処理業者の監

査実施 工場内協力会社の労働安全対策。 
松下、ソニー、DENSOなども取引会社の CSRへの取り
組みを取引要件に含めており、取引業者の CSR調査も必
要。 
１０．社会貢献活動の推進 
地域行事への参加（姉崎産業祭、R16 グリーンベルト掃
除、前川の掃除）、献血の推進、地域活動費支援、老人ホ

ーム慰問、スポーツ振興（パンパシテニス、バレーボー

ル、ボート） 東レ科学振興財団 
 
つまり ＣＳＲとは 
企業が社会におけるよき企業市民として①経済的・環境

的・社会的な各側面 に配慮して事業活動を行い、様々な 
②ステークホルダー とのよりよい信頼関係を構築し、社
会および企業の ③持続可能な発展 を追求すること 
ご静聴ありがとうございました。 
 

    



                                                    
● ニコニコ･ソーリーボックス 
宮野ガバナー補佐 第 3分区Bのゴルフ大会には多数の
ご参加を頂きありがとうございました。又、優勝おめで

とうございます。 
上條会員 宮野ガバナー補佐のお骨折りで分区のゴルフ

大会が復活し、一昨日は楽しませて頂きました。団体戦

の優勝に寄与できたこと嬉しく思います。 
千葉会員 平井様には職業奉仕月間に当り、企業の職業

人としてのあり方を改めて考え直すことができました。

ありがとうございました。 
南山会員 体の中のゴミを捨てた契機に家の中のゴミ

（家内ではない）も捨ててもらって気持ち“スッキリ” 
檜垣さんありがとう。 
大和久会員 10月 1日付けにて、人事部部次長として転
出することになりました。2 年 3 ヶ月の間、楽しいロー
タリーライフを送らせて頂き、本当にありがとうござい

ました。本来、本日の例会にてご挨拶すべきところです

が、出席することがどうしてもできずに失礼することを

お許し下さい。今後の当クラブの益々のご発展と皆様の

ご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げます。 
菊池会員 ゴルフコンペをスッポカシました。急用が出

来た訳でも体調を崩した訳でもありません。ただ失念つ

かまっただけです。情けない限りで･･･好きなゴルフを一

回損してしまいました。ごめんなさい。 
● 出席報告 
前々回確定 76％  本日出席者 33名 

本日欠席者 12名    本日出席率 73.3％ 
 
● 点 鐘 市原 RC会長 角谷修 


